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総数103、前週の92.8％とやや減少です。
首位は、感染性胃腸炎、前週比89.7％、定点当たり11.6と減少です。
今週も、ロタ陽性例と、ノロ陽性例もご報告をいただいています。
2位は、溶連菌感染症、前週比111％、定点当たり1.6と流行中です。
3位は、手足口病、前週比58.3％、定点当たり1.2で、流行の拡大はありません。
同数で、突発性発疹が、前週比350％、定点当たり1.2で、並んでいます。
以下は、定点当たり1未満ですが、
インフルエンザ、前週比60％、定点当たり0.5と、しつこく残存しています。
残りは、咽頭結膜熱3名、水痘2名、流行性耳下腺炎1名です。
報告対象外疾患ですが、hMPVも1名報告がありました。
内科も含むインフルエンザ、前週比60％と減少、9定点中、3定点から報告、
小児科定点、B型のみ3名です。内科定点、2週続けて、0になりました。

5/28小児科休日当番は、インフルエンザA型1名、B型1名、胃腸炎8名、
溶連菌2名、手足口病1名、とご報告をいただいています。
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